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2020年は観測史上２位。近年６年が上位６位を占める
(気象庁)

近年加速する地球温暖化
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（全国51観測点の平均）
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（気象庁気候変動監視レポート2020）

日本の大雨の増加



平成20年以降に発生した豪雨

 平成２９年７月九州北部豪雨

 平成３０年７月豪雨

 （令和元年房総半島台風）

 令和元年東日本台風

 令和２年７月豪雨

 平成２０年８月末豪雨

 平成２１年７月中国・九州北部豪雨

 平成２３年７月新潟・福島豪雨

 平成２４年７月九州北部豪雨

 平成２６年８月豪雨

 平成２７年９月関東・東北豪雨

■ 近年の気象災害（気象庁が命名したもの）
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■ 今年（令和３年）

[７月] 静岡から神奈川西部の大雨（熱海で土石流）

九州南部の大雨（鹿児島県、宮崎県、熊本県に大雨特別警報）

[８月] 停滞前線により、西日本から東日本で大雨。

広島県、福岡県、長崎県、佐賀県に大雨特別警報

■ 昨冬は大雪も

[令和2年12月] 群馬県みなかみ町藤原で１日の降雪量が199センチ



IPCC 第６次評価報告書が受諾
政策決定者向け要約（SPM）が公表 （2021年8月9日）

人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖
化させてきたことには疑う余地がない。

大気、海洋、雪氷圏及び生物圏において、
広範囲かつ急速な変化が現れている。

人為起源の気候変動は、世界中の全ての
地域で、多くの気象及び気候の極端現象
に既に影響を及ぼしている。

極端な高温や大雨の増加、強い熱帯低
気圧の割合が増加、並びに北極域の海
氷の縮小などが今後も進む。

向こう数十年の間に温室効果ガスの排
出が大幅に減少しない限り、21世紀中に、
工業化前から1.5℃/2℃以上上がる。

今月
公表



実際に発生した現象に対して、地球温暖化の寄与を
評価する 『イベント・アトリビューション』

（異常気象[極端現象]の要因分析）

(Imada et al., 2020)

(Kawase et al., 2020; 2021)

発生確率の変化を評価する

平成29年７月九州北部豪雨及び平成30年７月豪雨
に相当する大雨の発生確率
 地球温暖化の影響がなかったと仮定した場合と比べ、

それぞれ約1.5倍および約3.3倍に。

降水量の変化を評価する

平成30年7月豪雨と令和元年東日本台風による大雨

 1980年以降の気温上昇(+1度弱)によって6.7%と10.9%増加

 工業化以降の気温上昇(+1.4度程度)によって13.6%増加し

た（東日本台風）可能性がある。



令和元年東日本台風の大雨と温暖化

再現実験

気温上昇除去実験

気温及び海面水温の上昇に伴う水蒸気量の増加

海面水温の上昇に伴う台風の強化
Kawase et al. 2020



さらに温暖化が進んだ将来に襲来したら・・・

『勢力を増す台風』
2020年環境省

令和元年東日本台風の大雨と温暖化
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日本の気候変動２０２０

日本の気候変動2020 —大気と陸・海洋に関する観測・予測評価報告書— https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

ただし大雪のリスクが
低下するとは限らない



極端な大雨はさらに増える
（
相
対
）
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４度上昇気候
２度上昇気候
現在気候
温暖化なし気候

関東地方の日降水量の頻度分布

Miyasaka et al. 2020

気温上昇に伴い、
大雨の頻度が増加

これまでなかったような大雨が
将来降る可能性あり

４度上昇気候
２度上昇気候
現在気候
温暖化なし気候



年最大積雪深は減少する地域が多い

現在＋4.5度
(RCP8.5シナリオ)

現在

増加減少 増加減少

※シアンと黄色は
変化が統計的に
有意でない地域

全国的
に減少！

北海道では
増加も。

現在＋1.5度
(RCP2.6シナリオ)

Kawase et al. 2020
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厳冬期に山岳で降雪が増加する可能性はあるものの

どの時期も大幅に降雪量が減少する。
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５日間積算降雪量の季節変化

Kawase et al. 2020
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北海道
日本海側温暖化により減少

ピークが後ろにずれる

過去
RCP2.6
RCP8.5

12-2月減らない

・ 北海道では東日本の日本海側と異なる傾向

・ ピークがずれる。減少幅は小さい。

陰影は年々のばらつきの幅 過去
現在＋1.5度
現在＋4.5度

ピークのずれ
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Kawase et al. 2020



月最大の日降雪量（ドカ雪）の将来変化

現在+1.5度(RCP2.6)

で減少

現在+4.5度(RCP8.5)

さらに増加

+1.5℃は
広範囲で
増加

１月 ２月１２月

現在+1.5度で増加
（現在+4.5度では減少）

現在+4.5度で増加
（現在+1.5度より減少）

温暖化で減少

温暖化で増加

関東北部から北陸の
山沿いでも増加

東北～北陸の
山沿いでは増加

北海道の
広い範囲で増加

Kawase et al. 2020



◎ 過去から現在の状況

 世界の気温上昇は加速。2020年は観測史上２位の気温。

 日本においても、気温の上昇、大雨の増加、積雪の減少。

 平成30年7月豪雨や、令和元年東日本台風に伴う大雨

は温暖化の影響を受けた可能性が高い。

◎ 現在から将来にかけての変化

人為的な温室効果ガスの排出を数十年以内に大幅に削

減しない限り、２度以上気温が上昇 (IPCC第６次評価報告書)。

日本でも極端な大雨の増加、様々な気候に影響。

年最深積雪は全国的に減少。地域によって季節進行が変

わる。寒冷地域では厳冬期の大雪（ドカ雪）の増加も。

～近年の極端な気象と大雨と大雪の将来変化～
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